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令和３年度 第１回坂井市男女共同参画審議会 

 
日時  令和３年６月３日（木）午前１０時から 
場所  坂井市役所 多目的棟２階研修室１ 
 

出席委員:塚本会⾧、坪田副会⾧、北村委員、佐藤委員、日芳委員、 
藤川委員、八十嶋委員、山野委員、吉川委員 

欠席委員:佐々木委員 
事 務 局:松本総務部⾧、小川総務部次⾧兼総務課⾧ 

男女共同参画推進室３名（酢原室⾧、松浦補佐、龍田主事） 
 
１ 開会 
２ 坂井市男女共同参画都市宣言文唱和 
３ あいさつ（審議会会⾧・総務部⾧） 
４ 協議事項 
   ①令和２年度 女性活躍推進室の事業報告について 
   ②令和２年度 男女共同参画推進事業進捗状況の評価について 
   ③令和３年度 男女共同参画推進室の事業概要について 
   ④その他 
５ 閉会 
 
【会議録】 

発言者 内容 

事務局 ご案内の時間になりましたので、ただいまより、令和３年度第１回坂井市男女共同参
画審議会を開会させていただきます。 
皆様におかれましては、何かとご多用の中、ご出席をいただきありがとうございます。 
 
本日の進行を務めます 男女共同参画推進室の酢原と申します。 
どうぞよろしくお願いいたします。 
なお、本日の会議の終了時間は、おおむね１１時３０分を予定しております。 
 
はじめに、坂井市男女共同参画都市宣言文の唱和を行います。 
みなさまご起立ください。 
事務局が前文を読み上げますので、続いてご唱和をお願いいたします。 

事務局 (宣言文読み上げ) 

事務局 ありがとうございました。ご着席ください。 
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それでは、第１回の坂井市男女共同参画審議会を開催したいと存じます。 
ただいまの出席人数は 9 人でございます。したがいまして、坂井市男女共同参画推

進条例施行規則第７条第２項の規定（過半数の出席）により、定足数に達しておりま
すことをご報告申し上げます。 

ここで、お手元の 資料１「坂井市男女共同参画審議会委員名簿」をご覧ください。 
本日はご欠席ですけれども、本年４月１日より坂井市ＰＴＡ連合会からの代表委員

が交代となり佐々木様が委員に着任されましたので、ご報告いたします。 
では、開会にあたりまして、男女共同参画審議会、塚本会⾧よりご挨拶を賜りたい

と存じます。 

会⾧ 本日はお忙しいところ、朝早くからお集まりいただきましてありがとうございま
す。みなさまと一緒にまとめさせていただきました「第 2 次坂井市男女共同参画推進
計画」ですが、これを 3 月 22 日に副会⾧の坪田さんと一緒に無事に市⾧に答申して
まいりました。推進計画の取りまとめにあたりましては、皆様方に多大なご協力をい
ただきまして、どうもありがとうございました。 

推進計画を作ったのは最初の一歩で、これを確実に推し進めるということが今後必
要になってきます。みなさま今マスクをされているようにコロナという状況下で、福
井はワクチンの接種が進んだりして、小康状態になっているようですけれども、近隣
の岐阜とか石川あたりは患者さんが多く出ているようなので、まだ予断を許さない状
況です。なかなか先行きが見えなくて、いろいろなことが計画通りに進めにくいとい
う状況下ではあるんですけれども、一方で、ようやく日本の男女の不平等みたいなも
のがマスコミなどでも、JOC の森会⾧の失言等をきっかけに、取り上げられるように
なってきています。アンコンシャスバイアス、無意識の偏見というものは、まさに森
会⾧はそのものズバリだったと思うんですけれども、人のものの見方、考え方に関わ
っていくことなので、一朝一夕では変わらず、地道な努力が必要になってまいります。 

こういう状況の中でも、少しずつでも推し進めていくということが必要になってく
ると思いますので、今後とも皆様のご協力を得ながら進めていければと考えておりま
すのでよろしくお願いしたいと思います。 

簡単ではありますけれども、挨拶と代えさせていただきます。 

事務局 では、松本総務部⾧よりご挨拶を申し上げます。 

松本部⾧ 改めて、おはようございます。総務部⾧の松本と申します、よろしくお願いいたし
ます。 

本日、公私ともにお忙しい中をこの審議会にご出席賜りまして誠にありがとうござ
います。また、平素皆様方には男女共同参画の推進はもとより市政各般にわたりまし
て格別のご協力とご理解をいただいておりますこと、重ねて御礼を申し上げます。ま
た、先ほどお話もありましたように、4 月の機構改革によりまして、男女共同参画の
担当部署が総務部に移ってまいりました。部署の名前も「男女共同参画推進室」とい
う名称に変わりました。ここにご報告をさせていただきますとともに、今後ともよろ
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しくお願いしたいと思っております。 
また今会⾧さんからお話がありましたように、新型コロナウイルスがその形を変え

ながら全国各地で猛威を振るっている状況にあります。ワクチンの接種は坂井市の方
でも極力進めてはいるものの、行動制限ですとか、新しい生活様式を強いられる等、
私たちを取り巻く社会環境というものが大きく変わりつつある中で、やはりジェンダ
ー平等の視点であるとか、多様性への理解、あるいは深刻化する様々な暴力被害に対
する支援といった男女共同参画の推進というものの必要性、重要性を改めて感じてい
るところであります。本年度は第 2 次の男女共同参画推進計画のスタートの年となっ
ております。新計画に基づきまして、さまざまな施策を滞ることなく積極的に進めて
まいりたいという風に考えておりますので、委員の皆様に引き続きのご指導ご鞭撻を
お願いしたいと思っております。 

また、本日は昨年度進めてまいりました事業なり取り組みなりの評価を委員の皆様
方にしていただきたいと考えております。いただきました評価をまた新計画の方へ反
映してまいりたいと考えておりますので、委員の皆様方の忌憚のないご意見等を頂戴
できればと思いますので、ひとつよろしくお願いいたします。 

簡単ではございますが、ご挨拶とさせていただきます。よろしくお願いします。 

事務局 ありがとうございました。続きまして、４月に市職員の異動もありましたので、改
めてお名前を読み上げまして、ご紹介をさせていただきます。 

では、委員の皆様から、名簿の順にお名前のみ読み上げさせていただきたいと思い
ます。 

(委員紹介) 
では続きまして、事務局の紹介をさせていただきます。 
(事務局紹介) 
では、早速協議に移りたいと思います。 
ここからは、「坂井市男女共同参画推進条例施行規則」第７条の規定によりまして会

⾧が議⾧になることとなっておりますので、塚本会⾧に議⾧をお願いいたします。 
なお、当審議会の議事録の概要につきましては、情報公開の意味から、ホームペー

ジで公開させていただく予定ですので、ご了承をお願いします。 
それでは、塚本会⾧お願いいたします。 

会⾧ それでは、お手元の次第に則りまして議事を進めていきたいと思います。 
まず最初に議題 1「令和 2 年度女性活躍推進室の事業報告について」ということで、

事務局の方から説明をお願いしたいと思います。 

事務局 それでは、まず配布資料の確認をお願いいたします。 
(配布資料確認) 
それでは、令和 2 年度女性活躍推進室事業概要と、資料 2 の質疑回答書をご覧いた

だけますでしょうか。この事業概要につきましては、事前に資料として送付させてい
ただいております。内容に関しましては既に目を通していただいているとおもいます
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ので、委員の皆様からいただきました資料 2 の質疑回答書について読み上げさせてい
ただきます。 

 
まず、男女共同参画推進事業でございます。 
 
■質問①  鳴鹿コミュニティセンターでパネル展を開催したということですが、

他のコミセンにも巡回して開催することはできるのでしょうか。 
■回 答  令和 2 年度は、地区ごとに選出されている男女共同参画推進委員を通

じて実施に至りました。今後も、市内全コミュニティセンターでの巡回
展示や、様々なイベントの機会に活用いただけるよう、推進委員をはじ
め広報やホームページでの PR を図っていきます。 

 
■質問②  さかいのパパ応援チャンネルについて周知の方法は? 
■回 答  ホームページをはじめ、幼保園から小学生の子どもを持つ世代に動画

を視聴してもらうため、市内幼保園・小学校を通じてチラシを配布しま
した。また、視聴者へのプレゼント企画を盛り込み、新聞紙上での PR も
行いました。動画については常時視聴ができるよう、ホームページにて
継続配信しています。 

 
■質問③  チラシ、パネルなど啓発活動後の市民の反響はなかなか見られないと

思いますが、どうでしょうか。 
■回 答  男女共同参画に対する意識改革は、即効性があるものではないと改め

て感じているところです。特に令和 2 年度は様々なイベントの中止や啓
発活動の制限を受け、十分な活動ができなかったことから、次年度以降
はコロナの動向も踏まえた中で、パネルの巡回展示をはじめ男女共同参
画に関する啓発カルタの貸出や寸劇の動画配信等、新たな形式による啓
発活動を視野に取り組んでいきます。 

【意見】 
・パープルライトアップは、他の時期でも、また他の場所でもできるといいと思い

ます。 
・さらにオンライン、リモートの活用で活動を工夫してみてはどうか。 
・さかいのパパ応援チャンネルはコロナ禍の中でよい企画であると思いますので、

若い世代に向けて更に周知に努めてほしい。 
・パネル展について場所や回数についてもう少し検討してほしい。制限がないので

あれば回数も増やし、もっと人目につきやすい場所でやってもよいのではないで
しょうか。 

・出前講座の落語や講演などは効果が期待されているのでコロナが終息したら実施
して欲しい。 
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以上です。 
続きまして、女性活躍推進事業です。 
 
■質問①  農業女史プログラムでの様々な活動の中、参加人数不明な項目はどの

くらいの参加人数や成果があったのでしょうか。 
■回 答  新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴い、イベント自体の中止や規

模縮小による開催がほとんどであり、イベント全体の来場者数は予定よ
り少ない結果となりましたが、農業女史メンバー（約１０人）は、協力
できるイベントに各自が日程を調整しながらスタッフとして参加、ある
いは販売品のみの提供など参加できることに取り組んでいます。今年 2
月には、東京のアンテナショップでの定期的な野菜・加工品の販売へと
販路を拡大し、首都圏に向けた PR へとつなげています。 

 
■質問②  イクボス宣言している事業所は県全体の事業所の何パーセントにあ

たりますか。 
■回 答  坂井市では概ね 20 人以上の企業にイクボス宣言の案内させてもらっ

ており、今日現在 55 社(64 事業所）でイクボス宣言されています。中小
企業白書の数字をもとに福井県内の中規模以上の企業数でみますと、県
内企業の約 1.4％がイクボス宣言されていることになります。また坂井
市内の企業でみますと、約 16％になります。 

 
【意見】 

・さかいの農業女史プログラムについて異分野と農業とのコラボ企画を年間９回実
施し、とても活発に活動しているが開催場所に偏りがみられる。4 町まんべんな
く会場を設定できないのか。 

→集客のための駐車場スペースの問題や、丸岡町に直売所がないということも
あり偏りがありますが、今後検討していきたいと思います。 

・女性の一人として女性リーダーの活躍に期待したいのでこの事業をより多く実施
して欲しい。 

 
続いて、結婚サポート事業でございます。 

 
■質問①  婚活イベントの案内、チラシなどはどうやって周知しているのでしょ

うか。 
■回 答  市のホームページや市観光交流課が発信する Facebook 等の SNS、県

の婚活支援サイト「ふくい婚活カフェ」への掲載などを通じて情報発信
を行っています。またチラシを市内コミュニティセンター、各支所、ふ
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くい結婚応援企業、県が運営するふくい婚活サポートセンターなどに配
布させていただいております。 

 
■質問②  女性の参加が若干少ないようですが、市外からの参加を募るようなこ

とはないのでしょうか。 
■回 答  女性の参加者については居住地等の制限を定めておらず、市外からの

参加も可能です。地元の婚活イベントでは知り合いに会うため、市外で
参加したいという女性のニーズもあるため情報発信を強化し、近隣市町
からの参加者増を努めてまいります。 

 
■質問③  カップル成立数は計 11 組になっていますが、実際にゴールインした

カップルは何組ですか。 
■回 答  イベント以降のお付き合いは、各カップルにお任せしているところで

すが、一部事業では委託業者が独自にフォローアップを行っております。
現在、把握している範囲で 2 組が交際中と聞いており、ゴールインを期
待しているところです。 

 
【意見】 
・SNS 等を積極的に活用して参加数を増やせないか。 
・新たな出会い応援共催事業にカップル成立の割合が 5 割と高いので開催数を増や

してはどうか。まずは出会いなので…。 
・「がけっぷち」というネーミングは東尋坊とかけているのだと思うが、もう少しや

わらかな表現、ネーミングの方が参加者の気持ちもよいのではないかと思う。 
→ これは東尋坊とその周辺エリアの地域ブランド「がけっぷちリゾート」か

らネーミングを行いましたが、イメージも大切ですので、今後検討してま
いりたいと思います。 

・2 回この事業を実施されていますが、もっと回数を増やして欲しい。 
 
以上、令和 2 年度女性活躍推進室事業概要についての質疑回答書になります。 

会⾧ ありがとうございます。 
ただいまのご説明に関しまして、なにかご質問ご意見等ございましたら、お願いし

たいと思います。 
(意見なし) 
よろしいでしょうか。 
よろしいようですので、議題 2 の「令和 2 年度男女共同参画推進事業進捗状況の評

価について」になりますけれども、これは実際に評価をしていかなくてはいけないの
で、二通りやり方が考えられると思いまして、項目をすべて説明していただいた後に
まとめて評価するか、あるいは重点項目ひとつずつについて説明を受けて、その度に
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評価を決める、両方の方法があると思いますが、どちらがよろしいですか。 
大体例年は一つずつやっていきますし、項目数も多いのでそちらの方が進めやすい

と思いますので、よろしければそういう方法で進めさせていただきたいと思います。 
 
それではまず、事務局の方からご説明をお願いしたいと思います。 

事務局 では、お手元の資料 3 をご覧いただけますでしょうか。 
男女共同参画推進状況外部評価の概要について、簡単に説明させていただきます。 
市の男女共同参画推進事業につきましては、坂井市男女共同参画推進計画に沿っ

て、市が目指す男女共同参画社会の実現のために担当部局で具体的な取り組みを行っ
ています。担当部局から提出されました男女共同参画に関する計画と実績を取りまと
め、4 月に委員の皆様にお送りし、評価をいただきました。お時間がない中貴重なご
意見を多くいただき、感謝申し上げます。皆様の評価とご意見をまとめたものが資料
4『坂井市男女共同参画推進に関する実施計画の進捗状況評価表』となっております。 

事前に送らせていただきましたオレンジ色の進捗状況報告書の方も一緒にご覧い
ただけますでしょうか。 

では、塚本会⾧の進行によりまして、委員の皆様からの評価を基に、審議会として
の評価を決定していただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

会⾧ では、資料 4 の方、重点目標 1「家庭・地域での慣習、しきたりの見直し及び意識
の改革」について、まず評価を決めていきたいと思います。事務局より説明をお願い
します。 

事務局 重点目標 1 の意見・要望から読み上げさせていただきます。 
 

・今後もコロナの影響で、対面でのイベント等の開催が困難であると思われる。
YouTube や SNS を利用した情報発信を進めてほしい。 

・女性の会の会員確保などを進めていくとよい。コミュニティセンターのカフェコ
ーナーは知名度が低い。 

・コロナ禍の中での活動は評価できる。 
・コロナ禍でイベント等の開催が難しい今日、拠点としての男女共同参画センター

が担う役割は大きいと考える。センターの運営や活用方法は? 
→ 参画センターは年末年始祝祭日を除く毎週火・木・土曜日の 10 時から 15

時を開館時間とし、男女共同参画ネットワークの役員の方が当番で常駐し
ております。誰でも気軽に立ち寄れる男女共同参画の拠点施設として、市
民活動の支援、図書・行政資料の収集及び貸し出し、セミナー等の啓発活
動、男女共同参画に関する相談窓口として活用していただけるよう、より
一層の周知・内容の充実に努めていきたいと思っております。 

・これまでの活動により成果が少しずつ出てきているが、地域における男女共同参
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画はなかなか進まない。継続して取り組むことが重要だと思う。 
・家庭や地域の意識改革は困難な面はあるが広報紙や出前講座、YouTube の活用な

どの啓発活動にさらに取り組んでほしい。 
・市としてあらゆる方向からの見直しや意識の改革を行っているが慣習やしきたり

にこだわり、なかなか考えが変わらない人々がいる。特に高齢者に多いように思
う。高齢者にしぼった講座等を行ってはどうか。 

・市民に対する広報・啓発活動は盛んに行われ評価しますが、地域での慣習はなか
なか改善されないのが現状である。やはりこれかの若い世代に啓発運動を行うこ
とによって次第に共同参画が浸透していくと思う。 

会⾧ どうもありがとうございます。意見・要望に関してさらにコメントがあればお願い
したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

それではまず ABCD の四段階で評価をしなければいけませんので、時間も限られて
おりますので挙手をお願いして、多数決で決めるというのもおかしいのかもしれませ
んけれども、そういう形で進めさせていただければと思います。 

事前の評価では A が１人、B が 9 人ということでした。 
(挙手) … A:1 人 B:8 人 
では、重点目標 1 に関しては「B」という評価にさせていただきたいと思います。 
意見・要望等の欄もあるんですけれども、ここで作文していただくと中々大変にな

ってまいりますので、皆様方からお寄せいただいた意見を私と事務局の方でまとめさ
せていただきまして、それをまたメール等で皆様方にお返しして、問題がないかどう
かのチェックをしていただくという形で進めさせていただいてよろしいでしょうか。 

ご了解ありがとうございます。それでは、そういった形で意見・要望等については
まとめさせていただきたいと思います。 

 
では引き続きまして、重点目標２「多様な選択を可能にする教育・学習の充実」に

ついてよろしくお願いします。 

事務局 ・コロナの影響で「赤ちゃん抱っこ体験学習」が中止になったのは残念。今年度は
無理かもしれないが、コロナが終息すれば復活してほしい。 

・どの事業にも言えることだが、新たな生活様式に合わせた啓発活動を具体的に考
えていく。 

・イベント等取り組みが難しい中で積極的に活動していると思われる。 
・①の 2 子育て講演会の開催数と参加人数（父母の割合）は?学校教育と同様に

家庭教育は大事なことだと思うので機会を増やすと良い。 
→ 子育て講演会についてですが、令和 2 年度は木部小学校、春江小学校、高

椋小学校、春江東小学校の 4 校で開催しております。参加人数は合計で
237 名になります。父母の割合については、申し訳ございませんが把握で
きておりません。 
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・新型コロナウイルスの影響があったのだと思う。ウイルスがある、終息しないこ
とを前提として計画をたてる必要がある。ケーブルテレビ等を活用してはどう
か。 

・子どものころからお互いを尊重し協力する大切さを学ぶため合宿通学のような事
業の充実を図ってほしい。 

・男性や若い世代向けの事業の充実を図り、お互いを尊重し協力することの大切さ
を啓発してほしい。 

・坂井市は多様な行事を取り入れ、年齢を問わず啓発活動をされていてすばらしい
と思う。残念ながら 2 年度はコロナの影響で多くの行事が中止となりました。こ
れからは新しい生活様式の中で少しずつ取り入れていって欲しいと思う。 

会⾧ どうもありがとうございます。 
またこのご意見・要望等についてさらにコメント等がございましたらよろしくお願

いしたいと思います。 
よろしいでしょうか。よろしければまた評価を決めていきたいと思います。事前の

評価では A が 1 人、B が 9 人となっております。 
(挙手) … B:9 人 
全員 B ということですので、「B」評価にさせていただきたいと思います。 
 
続きまして、重点目標 3「メディアにおける男女の人権の尊重」についてお願いし

たいと思います。 

事務局 ・無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）は手ごわいので継続的な取り組みを
お願いします。 

・広報媒体を使い男女共同参画の視点に立った活動は評価できる。 
・「広報さかい」での特集は効果的だと思う。今後も定期的な発信に努めてほしい。 
・広報紙や HP、ケーブルテレビ等を活用し、わかりやすい情報発信に努めてほし

い。 
・メディアにおいては全く問題がないと思う。 

会⾧ どうもありがとうございます。 
また、コメント等がありましたらよろしくお願いします。 
よろしいでしょうか。よろしければまた評価の方をしていきたいと思います。事前

の評価では全員 A 評価となっております。 
(挙手) … A:9 人 
全員 A ということで、「A」評価にさせていただきたいと思います。 
 
続きまして、重点目標 4「あらゆる分野への男女共同参画の促進」について、説明

をお願いします。 

事務局 ・委員会、審議会ごとの男女比の見える化は評価できる。女性比率がほとんどの組
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織で低いので、働きかけを強化してほしい。 
・慣例により前任者とか充て職とか各団体からの推薦というのは改善できるのでは

ないか。 
・専門分野だから女性登用が難しいでは進まない。柔軟な考え方が必要ではないか。 
・専門性や法規などの制約もあり、男女比率の一律化は難しいと考える。 
・団体の⾧等の充て職を止めるなど、委員を依頼する際に選考方法を見直してほし

い。 
・団体推薦枠を縮小し、地域代表を増やすなどの工夫を関係課に働きかけ、女性の

参画に積極的に取り組んでほしい。 
・市職員も率先してまちづくり協議会への参加を希望します。まちづくり協議会で

の女性役員が全体的に少なく各協議会への女性登用を促進して欲しい。 

 どうもありがとうございます。コメント等があればよろしくお願いします。 
よろしいでしょうか。特に無ければ評価をしていきたいと思います。事前の評価で

は B 評価が 5 人、C 評価が 5 人と分かれております。 
(挙手) … B:2 人 C:7 人 
B 評価が 2 人、残りの皆さんは C 評価ということですので、「C」評価にさせていた

だきたいと思います。 
 
続きまして重点目標 5「働く喜びを分かち合える職場づくり」について、事務局の

方から説明をお願いします。 

事務局 ・セミナーの開催に関して今後もオンラインでの配信を継続してほしい。オンデマ
ンドでの配信なども実施すると参加しやすくなると思う。 

・女性が活躍できるような取り組みは評価できる。セミナー等、オンラインの参加
に積極的な切り替えを。 

・イクボス推進事業の充実を図り、男性の育休取得の促進に努めてほしい。 
・女性のキャリアアップへの支援、また出産後も安心して働くことへの支援に努め

てほしい。 

会⾧ どうもありがとうございます。コメント等ございましたらよろしくお願いします。 
よろしいでしょうか。では、また評価をしていきたいと思います。事前の評価では

A 評価が 1 人、B 評価が 9 人ということになっております。 
(挙手) … B:9 人 
全員 B 評価ということですので、「B」評価にさせていただきたいと思います。 
 
続きまして、重点目標 6「やすらぎを感じ合える豊かな暮らし」についてお願いし

たいと思います。 

事務局 ・病児保育、病後児保育の取り組みは素晴らしい。今後も事業の充実に努めてほし
い。 
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・コロナに関係なく、これからも子育て支援事業の充実が望まれる。 
・多様な働き方や選択肢についてもっと事務所への情報提供や指導を積極的に実行

してほしい。 
・働く女性を支える子育て支援事業は充実していると思う。 
・すみずみ子育てサポートや子育て相談窓口などの利用周知に努めてほしい。また

イクボスへの支援もお願いしたい。 
・イクボス宣言事業所を更に推進して頂き、坂井市全体に浸透して欲しいと願う。

よって母親の負担が軽減され、やすらぎを感じ合える豊かなくらしにつながると
思う。 

会⾧ どうもありがとうございます。コメント等ございましたらよろしくお願いしたいと
思います。 

よろしいでしょうか。では、評価の方に移らせていただきたいと思います。事前の
評価では A が 1 人、B が 9 人となっております。 

(挙手) … B:9 人 
全員 B ということですので、「B」評価にさせていただきたいと思います。 
 
では続きまして、重点目標 7「安心して子育て・介護ができる環境整備」について

よろしくお願いします。 

事務局 ・コロナの影響で対面でのイベントの開催が困難な中で、動画の配信などの工夫が
されており評価できる。今後もこうしたアプローチを進めてほしい。 

・コロナ禍でふれあう事が難しくなっている中で、さらなる工夫が必要と思われる。 
・子育ての環境整備はかなり進んでいると思う。 
・各コミセン等の地域活動において、男女共に活動できる企画が増えるとよい。 
・男性職員の育児休暇等の取得を促すなど男性の家事育児等への参加を促すための

事業に創意工夫しながら取り組んでほしい。 

会⾧ ありがとうございます。コメント等ございましたらよろしくお願いします。 

坪田委員 今日の新聞に、男性の育休の取得を促進するための法律が改正されたという記事が
あり、企業への義務付けが強化されるようなことが載っていました。詳しいことはま
だ勉強不足なんですけれども、企業への働きかけなどもこれから工夫するとよいので
はないかと思いましたので、よろしくお願いします。 

会⾧ 他はよろしいでしょうか。では、評価に移っていきたいと思います。事前の評価で
は A が 1 人、B が 9 人となっております。 

(挙手) … B:9 人 
全員 B ということですので、「B」評価にさせていただきます。 
 
続きまして、重点目標 8「農林漁業および商工等自営業における男女共同参画の確

立」についてよろしくお願いします。 
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事務局 ・農業女史の活動の動画配信の取り組みは面白いと思う。イメージを変えていく手
段としても継続してほしい。 

・高齢化が進む中で、若い世代との交流を積極的に工夫すること先入観なく女性が
活躍できる場を作る工夫をしてほしい。 

・農業女史の活動が活発になってきているが商工業等の他の分野にも広げてほし
い。 

・女性の参画を促すための研修等の充実や後継者の育成に取り組んでほしい。 
・自営業者に対する取り組みは商工労政課が担当なのか。主な取り組みとしてはど

ういうものがあるのか。 
→ 担当課は商工労政課になります。市の委託事業で、坂井市商工会において、

女性経営者や経営者をサポートする女性経営層の資質向上を図り、経営参
画を活性化することで各事業所の経営力の向上を図ることを目的に、令和
2年度は商工会女性部リーダー研修会、事業継続力強化計画策定セミナー、
花いっぱい運動などを行っております。これらは、令和 3 年度分から掲載
させていただきます。 

・春江、坂井、三国は直売所が設置されているが丸岡町のみ存在しない。女性農業
者を支援する意味に於いても是非設置をお願いしたい。 

会⾧ どうもありがとうございます。コメント等ございましたらよろしくお願いします。 
よろしいでしょうか。よろしければ、評価の方に移っていきたいと思います。事前

の評価では B が 9 人 C が 1 人となっております。 
(挙手) … B:9 人 
全員 B で手が挙がりましたので、「B」評価ということにさせていただきます。 
 
続きまして重点目標 9「国際理解と交流の推進」についてお願いしたいと思います。     

事務局 ・坂井市で暮らしている外国人も少なからずコロナの影響を受けていると思われ
る。海外との交流だけでなく、地域内の国際化にも目を向けてほしい。 

・コロナの影響は仕方ないが、オンラインなどの取り組みを工夫してみてほしい。 
・事業そのものがコロナで実施することが出来てない状況であり評価できない。 
・国際交流ができなかったのは残念でしたが、引き続き国際理解を深めるための学

習機会を提供してほしい。 
・地域在住の外国の方との交流の充実も図り、国際理解に努めてほしい。 
・令和 3 年度はコロナウイルスの状況を考慮しながら無理なく実施できたらいいと

思う。 

会⾧ ありがとうございます。ご意見等ございましたらよろしくお願いします。 
よろしいでしょうか。よろしいようでしたら評価の方に移らせていただきたいと思

います。事前の評価では B が 1 人、C が 4 人、D が 4 人となっております。 
(挙手) … C:5 人 D:4 人 
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過半数の方が C ということで、「C」評価にさせていただきたいと思います。 
 
続きまして、重点目標 10「男女双方の視点を生かした取り組みの推進」についてお

願いします 

事務局 ・災害時の対応に女性の視点を反映させることが必要である。そのためにも防災活
動への女性の参加やリーダー養成を進めてほしい。 

・女性の視点を生かした取り組みをもっと増やす必要があるのではないか。 
・防災、まちづくり、環境等女性の関心を高まっているので参加しやすい環境づく

り、仕掛けが必要である。 
・防災やまちづくりに女性の視点を生かすためにまちづくり協議会等において女性

の参画を更に進めてほしい。 

会⾧ どうもありがとうございます。これについてもまたコメントをお願いします。 
よろしいでしょうか。では、評価に移っていきたいと思います。事前の評価では善

意 B 評価となっております。 
(挙手) … B:9 人 
全員手が挙がりましたので、「B」評価ということにさせていただきたいと思います。 
 
続きまして、重点目標 11「高齢者などが安心して暮らせる社会」について説明をお

願いします。 

事務局 ・コロナの影響でフレイルが増える恐れがある。簡単にできるストレッチなどの動
画配信などに取り組んでほしい。 

・高齢者や障がい者が積極的にもっと社会参加ができるように、コミュニティバス
などの充実をさらに進めてほしい。 

・新型コロナウイルスによる事業中止や縮小はやむを得ず、その他はかなり進んで
いる。 

・今後高齢化が進み、一人暮らしも増えるので自立した生活ができるよう生きがい
づくりや交流の場等の支援が必要と感じる。 

・コロナ禍によるフレイルを防止する取り組みやシルバー人材センターの活用等に
よる高齢者の自立支援等に更に取り組んでほしい。 

会⾧ ありがとうございます。コメント等ございましたらよろしくお願いします。 
よろしいでしょうか。では、評価ですが、事前評価は A が 5 人、B が 5 人と分かれ

ております。 
(挙手) … A:3 人 B:6 人 
それでは「B」評価にさせていただきたいと思います。 
 
続きまして、重点目標 12「男女が共に安心して暮らせる社会」についてお願いした

いと思います。 
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事務局 ・コロナの影響によるＤＶ増加やひとり親家庭の困窮が全国的に懸念されている。
今後も徹底した対応をお願いしたい。 

・相談や支援の取り組みが多岐にわたり担当課が増えていることは評価できる。さ
らにそのアピールもお願いしたい。 

・コロナ禍で DV が増えていると言われている。きめ細かな対応をお願いしたい。 
・DV 被害者の相談窓口の充実を図るとともに、DV 被害者の子どもへの支援（虐待

防止等）にも努めてほしい。 

会⾧ どうもありがとうございます。また、コメント等ございましたよろしくお願いしま
す。 

八十嶋委員 コロナ禍の中で DV が増えていると言われていますけれども、坂井市の実態として
そういうことはあるのでしょうか。 

事務局 先日、子ども福祉課に配置されている女性相談員さんにお話を伺う機会があったの
ですが、コロナ禍だからというだけでなく、以前よりやはり DV の相談は増えている
という風にお聞きしています。昨年度からのコロナの状況になって若干増加傾向には
あるということです。答えになっているかわかりませんけれども、相談員さんの方で
対応はしているということでした。 

八十嶋委員 DV はやはり見えないもので、相談に来られる方はごく一部だという風に考えてい
た方がいいかと思います。表に出てこない部分があると思うので、そこにどのように
きめ細かく対応できるのかが大事だと思います。相談の中から芽を見つけるというの
か、そういった部分を頑張っていただきたいと思います。 

坪田委員 それに関連してなんですけれども、32 ページのところなんですが、普段は子育て支
援課の方で窓口を持って相談を受けておられて、イベントの時には女性活躍推進室で
特別窓口を設けているというような住み分けを考えておられるのですか。 

事務局 報告書に記載の通り、昨年度はイベントの機会での開設はできませんでしたが、家
族が集まるようなイベントの際に、大々的な窓口というのは難しいのですが、スペー
スをお借りして前年に開設していたものです。 

坪田委員 できるかどうかはわかりませんが、オンラインですとか、コロナ禍の中でもできれ
ばいいのかなと。 

会⾧ かえってオンラインの方が相談しやすいということもあるかと思います。全国です
と、デート DV などの相談で SNS を用いて対応している事例もあると聞いています。
直接その場に行って、という形だとやはり敷居が高くなるので、オンラインもうまく
活用していだたけるとよいかと思います 

八十嶋委員 住んでいる場所から近い窓口や人の目につく場所では相談しにくいということも
あり、誰が来るのかわからない場所には相談に行かないと思います。この時代ですか
らオンラインもひとつの方法だと思いますし、例えば県などで巡回してくる相談とい
うものはあるのでしょうか。 

事務局 県の事業で LINE を利用した事業を実施しておりました。その中で、県の方に情報
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があると坂井市の方にも情報共有という形で情報が入ってくるということもありま
す。ただ、個人情報のこともあり、窓口まで来ていただかないといけない場合もあり
ますので、先ほど言われたように、担当所管でそのような体制が構築できないかとい
うところは話をしてみたいと思います。実際あるのかどうかという現状把握はしてお
りませんが、こういったご意見を反映していけたらなと思います。仰る通りだと思い
ますので。 

会⾧ どうもありがとうございます。 
よろしいでしょうか。よろしければ評価に移りたいと思います。事前評価では A が

6 人、B が 4 人となっております。 
(挙手) … A:3 人 B:5 人 
では、「B」評価ということにさせていただきたいと思います。 
 
最後です。重点目標 13「男女が共に思いやる健康づくり」について説明をお願いし

たいと思います。 

事務局 ・コロナの影響で対面でのイベントは難しいかと思うが、工夫をして取り組みを進
めてほしい。 

・健康に対する取り組みが増えているのは評価できる。幅広い世代に対応できるよ
う継続していくことも希望する。 

・コロナの感染対策をしながら工夫して実施されていた。 
・女性が受診しやすい環境整備や育児不安等への相談体制の整備に積極的に取り組

んでほしい。 
・若い世代がスポーツを通して交流をはかる機会を増やし、よきパートナーとの出

会いが増えるとよいのではと思う。 

会⾧ どうもありがとうございます。コメント等ございましたらよろしくお願いいたしま
す。 

よろしいでしょうか。よろしければ評価に移っていきたいと思います。事前の評価
では A 評価が 6 人 B 評価が 4 人となっております。 

(挙手) … A:３人 B:6 人 
では、「B」評価ということにさせていただきたいと思います。 
 
ここまでで評価を進めてまいりました。意見・要望については先ほど申しましたよ

うに事務局と会⾧の方に一任をいただきまして、メール等で配信してご意見をまたい
ただきたいと思います。 

それ以外で進捗状況評価について振り返ってなにかございましたら、お願いしま
す。よろしいでしょうか。 

 
よろしければ、議題 3 令和 3 年度男女共同参画推進室の事業概要について、また事
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務局の方からよろしくお願いしたいと思います。 

事務局 では、お手元の資料 5 をご覧ください。本年度の男女共同参画推進室の事業内容を
まとめたものになります。本年度も新しい生活様式に合わせた取り組みを行いなが
ら、事業を進めていきたいと考えておりますが、感染拡大の状況によっては、日程を
延期したり、事業内容を変更する場合もございますので、現時点での概要になります。 

また、後ほどじっくりご覧になってください。 

会⾧ ありがとうございます。簡単に資料をご覧になって、なにかコメント等はございま
すでしょうか。 

坪田委員 赤ちゃん抱っこ体験学習について、「コロナ禍に対応し、オンライン交流」とありま
すが、どのようなイメージで進められる予定ですか。 

事務局 赤ちゃん抱っこ体験学習ですが、本事業につきましては審議会の委員の皆様にも高
い評価をいただいており、学校の先生方にもとてもいい事業であるという風にお声を
いただいております。 

本年度はオンライン形式を導入した実施を考えており、実際に赤ちゃんとの対面、
触れ合いによる交流形式では実施できないんですけれども、オンライン形式でお母さ
んの体験談ですとか、生徒さんからの質問コーナーも設けて実施していきたいと考え
ております。中学校の方のご担当の先生方と打ち合わせをした中で、市内 5 校のうち
3 校の中学校の方からは了解を得ております。 

ただ、赤ちゃん抱っこ体験学習というネーミングが触れ合いをイメージさせて誤解
を招くため、別のタイトルで実施をしたいと考えております。 

委員 SAKAI・WEDDING についての説明は後ほどあるんでしょうか。新聞に載っていた
ようですが。 

 今日の福井新聞にも掲載されていたかと思うんですけれども、取り組み状況の③結
婚サポート事業の中で触れていますが、本年度の目玉事業として、SAKAI・WEDDING
事業というタイトルで、学生さんによる結婚式のプロデュースを実施したいと考えて
おります。コロナ禍で結婚式をしたくてもできないままでいるカップルの方がいると
いうお声も聞いていますし、若年層から結婚に対する意識を高めていくという目的も
あります。高校生・大学生・専門学校生の方を募りまして、定員は約２０名ほど、ま
だ申請数は半数に届かない程ですが、応募いただいているところです。６月末で応募
を締め切って、そこから８回程度の会議を重ねまして、１０月１０日の結婚式をゴー
ルに進めていきたいと考えています。 

また、同時に結婚式をしたいけれどもできないカップル２組の募集をかけていると
ころです。もし委員さんの周りにもウェディングプランンナーを目指す学生さんです
とか、製菓関係の学校に通う学生さんなど、興味のある方がいらっしゃいましたらご
紹介いただければと思います。 

会⾧ どうもありがとうございます。他はよろしいでしょうか。 

八十嶋委員 事業自体は大変よろしいんですけれども、男女共同参画推進室として事業を行うの
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であれば、なにか男女共同参画の視点を盛り込んでほしいなと思います。単に結婚式
ができなかった方のための支援というだけではなく、結婚した後の家事育児参画です
とか、男女共同参画についても考えてもらうような要素を入れていただくといいかな
と思います。 

会⾧ 貴重なご意見ありがとうございます。結婚後の家事分担など、話し合ってもらうと
いいのかなと。 

八十嶋委員 そういう意識を持ってもらうのが大事なのかなと思います。 

会⾧ 結婚サポート事業のところに入っている高校生対象のライフデザインセミナーは
実施時期未定となっていますが、どういうイメージで考えられていますか。 

事務局 昨年度はコロナの状況で学校の出入りも難しいという状況だったんですけれども、
いろいろなジャンルのものを考えておりまして、前々年度はＬＧＢＴの関係の講演を
市内 1 校で実施しました。幅広く人生設計の内容ということで、人権も近いんですけ
れども、結婚サポート事業の中に入っておりますので、将来結婚して子供を産むとい
うようなことも含めたものになるかと思いますが、まだどういった内容にするかは未
確定です。警報などの段階では、県外の講師の方が市の施設に出入りすることが難し
いということもあり得ますので、コロナの動向も踏まえながら、講師の選定や学校と
のスケジュール調整をしていく必要があると思います。 

会⾧ 学校側で受けていただけるのであれば、オンラインでもよいと思います。オンライ
ンであれば、東京の方がゲストでも実施できると思いますので。高校生は進学とか就
職に悩む時期であると思いますけれども、人生通して何のために学校へ行って何のた
めに働いて、結婚とか、しないといけないわけではないですけれども、結婚して子供
を育てて、など人生をトータルで考える機会は意外とないように思いますので、ぜひ
とも工夫をして実施をしていただければと思います。 

 
よろしいですか。よろしければ最後の議題「その他」ということで、これまでの議

題には関わりなく、男女共同参画に関してのご意見やご感想等何かございましたらよ
ろしくお願いしたいと思います。 

よろしいでしょうか。よろしければ、司会進行を事務局の方にお戻ししたいと思い
ます。 

事務局 本日は皆様ありがとうございました。 
今年度は審議会の改選がございます。改めまして、審議会委員の皆様には男女共同

参画推進計画の策定等にご尽力いただきましたこと、厚く御礼申し上げます。できま
したら、次期も引き続きお願いしたいと存じます。 

また、令和３年度の進捗状況報告書についてですが、新たな事業や変更等を各担当
課が調整し、途中経過につきまして 10 月ごろに開催予定の審議会にてご報告させて
いただきます。 

では、閉会に当たりまして、坪田副会⾧よりご挨拶をお願いいたします。 
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副会⾧ 今日、皆様方には熱心にご審議いただき、まことにありがとうございました。この
コロナ禍の中でなかなか難しい面もあったと思いますけれども、今後とも坂井市の男
女共同参画がさらに進みますよう、皆様方のご協力を今一度お願いしたいと思いま
す。本日はありがとうございました。 

事務局 以上をもちまして、本日の会議を終了させていただきます。ありがとうございまし
た。 

 


